
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
寺澤（美）様  町田様  新谷様  北市様 
堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
 

  

９ 祝福は、金氏なら金氏、朴氏なら朴氏個人とし
て、福を受ける立場に立つためのものではあり
ません。ある一人の人が、祝福の場に臨むために
は、何を先に備えるべきでしょうか。ここには必
ず、まず備えなければならないものがあります。
祝福は、個人のためにしてあげるのではなく、そ
の個人を通して氏族、民族、国家、世界に代わる
新しい家庭をつくるようにするためにしてあげ
るのです。その家庭は、自分の個体、金氏なら金
氏だけのための家庭ではありません。その金氏
だけの家庭ではなく、民族と国家に代わり、さら
には世界に代わり得る家庭です。このような家
庭を築かなければ、祝福が成立しません。 
なぜなら、人類の先祖、アダムとエバは、個体

としては二人ですが、歴史的な始発点に立って
いるため、その一人だけで終わるのではありま
せん。その二人を通して、新しい家庭と新しい氏
族、民族、国家が必ずや顕現するでしょう。この
ような世界的な基盤が決定する場が、正に祝福
の場なのです。 
１０ 統一教会の祝福を受けるためには、先に、
様々な条件を具備しなければなりません。まず、
万物を復帰したという条件を立てなければなり
ません。次に、サタンから自分自身を取り戻した
という条件を立てなければならず、さらに、三人
の信仰の子女がいなければなりません。最低限、
三人の子女がいなければならないのです。なぜ
なら、堕落したからです。 
そして、堕落した人間を復帰するためには、創造
原理による再創造過程を経なければなりませ
ん。七年間で、このようなすべての内容を備えら
れなければ、祝福の場に出ていくことはできま
せん。 
堕落したので、神側に再創造しなければなら

ないのです。再創造しようとするなら、神様に代
わる立場に立たなければなりません。そして、人
間を再び造ろうとするなら、神側に属した物質が
なければなりません。その物質を通して、自らを 

再び造る過程を経ることができます。 
ですから、必ず三年以上、万物を主管する訓練を
しなければならないのです。世界から、自分を再
創造する物質を集めなければならないというの
です。自分の体を犠牲にしながら、そのような基
盤を築くのです。 

その基盤の上で、三年半の間、サタンと闘って
勝たなければなりません。サタンがいくら迫害し
ても、落ちていかず、神様のみ前に永遠に立てる
自分自身を探して立てると同時に、この期間に三
人の息子、娘、すなわち信仰の三子女を探し出さ
なければなりません。霊界の協助を受け、霊界と
縁を結ぶべき立場なので、信仰の三人の息子、娘
をこの期間に探し出さなければならないのです。
この条件を備えなければ、堕落していない本然
の完成した夫婦になることはできず、完成した本
然の夫婦にならなければ、天国に入ることはでき
ません。 
１１ 皆さんの中で、断食をしてみた人は分かると
思いますが、断食はそれほど簡単なことではあ
りません。しかし、統一教会では、正式な教会員に
なろうとすれば、一週間の断食祈祷をしなけれ
ばなりません。普通の人たちは、一週間ないし八
日間、御飯を抜けば、大概は死ぬと考えていま
す。私たちがこのようなことをするのは、何のた
めでしょうか。生命を懸けた一つの目的を中心と
しているという事実を確認し、自信をもつためで
す。これは、神様ゆえにするのであり、 人類ゆえ
にするのです。また、サタンゆえに断食をします。
サタンに対する防御線だという確固たる信念の
中で、私たちは断食をするのです。また、私たち
個人にとっては、このような絶食をすることによ
り、生活の恐怖心をいつでも除去できるというの
です。私たちは、このような自信をもつために、
断食をします。 

一つの目的と一つの世界的なみ旨のために、
「一週間、断食するとしても、私は前進する」とい
う信念をもつことは、偉大な伝統になるでしょ
う。         

(真の父母経 P310～３１１) 
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